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統合国際深海掘削計画第 337次研究航海の非弾性ひずみ回復（ASR）測定結果
Preliminary results of anelastic strain recovery (ASR) measurements during IODP Expe-
dition 337
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IODP (Integrated Ocean Drilling Program)による下北八戸沖石炭層生命圏掘削（第 337次研究航海、Exp337）は、青森
県八戸市の沖合約 80km、水深 1,180mの地点（C0020）において「ちきゅう」によるライザー掘削を行い、当時の海洋科
学掘削史上の最深記録となる海底下深度 2,466ｍまで到達した。海底下深度 1,276.5m～2,466mの範囲において、コア試
料の採取を行った。本研究は、当該掘削のコア試料を用いて、地層の三次元応力情報を得る目的で、コア試料の非弾性
ひずみ回復（Anelastic strain recovery、ASRと略称）を「ちきゅう」船上で測定した。
　コア試料が地下で負荷していた応力が掘削により解放された場合、岩石の弾性ひずみは瞬間的に解放され、その解

放のプロセスは測定することができない。しかし、非弾性ひずみは徐々に回復するので、コア試料が船上に上がってか
らでも、その一部を測定することが可能である。このコア試料の非弾性ひずみテンソルと解放された応力テンソルとの
関連性を利用した応力測定法は、非弾性ひずみ回復法（ASR法）といい、IODP Exp315と Exp316においては海洋科学
掘削の分野において初めて成功に適用された（Byrne et al., 2009; GRL, Vol.36, L23310）。
　 Exp337においては、海底下深度 1,370～2,448mの範囲から計 7つのコア試料を採取して、6つのコア試料について

良質な非弾性ひずみ回復の時間連続変化データを得ることができた。海底下深度 2,448mから採取されたコア試料の ASR
測定は、海洋科学掘削計画では最深の適用例である。本研究では ASRの測定方法として、Byrne et al. (2009)と同様な方
法・装置・実験手順で行った。また、非弾性ひずみ回復測定後のコア試料を用いて、古地磁気測定によるコアの定方位
を行なった。その結果、浅部の 5試料で測定した応力状態は、基本的に正断層型、すなわち、最大主応力の方向はほぼ
鉛直方向であった。最深（2,448 mbsf）のコア試料の非弾性ひずみ回復から得られた最大主応力は、約 30°の傾斜では
あるが、概ね逆断層型の応力状態を呈した。一方、水平面内の二次応力状態でみれば、すべての深度の最大水平主応力
の方向は、東南東-西北西から東北東-西南西までの範囲に分布しており、平均的に東西方向であった。
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